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三井生命では各組合の皆様へ各種セミナーを実施しております（無料）

2017年度は上記のセミナーを26協同組合にて実施させて頂きました。多くの経営者より
個別に相談も頂いております。お気軽にご相談ください。
※セミナ̶実施についてのご照会先は
　名古屋市中区錦 1－4－6　三井生命保険株式会社　TEL 052－231－3852
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B－2018－5133（2018.4）使用期限 2019.3.31

◆セミナーコンテンツ例
　・事業承継（生命保険を活用した事業承継対策）
　・公的年金とライフプラン
　・知っておきたい賢い生命保険の活用法
　・公的介護保険制度を知ろう　　　　　　　など
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VOICE
■
組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　「
塗
装
」
と
い
う
と
、
建
築
関
係
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
当
組
合
は
、
自
動
車
や

配
電
盤
、
工
作
機
械
等
の
塗
装
を
行
う
事
業
者
で
組
織
さ
れ

た
組
合
で
す
。
製
品
の
最
終
仕
上
げ
と
し
て
重
要
な
役
割
を

持
つ
塗
装
の
技
術
・
技
能
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
成
り
立
ち
は
、
昭
和
38
年
、
技
能
検
定
試
験
の
実

施
を
通
じ
て
塗
装
技
能
者
を
育
成
し
よ
う
と
、
愛
知
、
岐
阜
、

三
重
の
金
属
塗
装
業
者
と
自
動
車
板
金
塗
装
業
者
が
集
ま

り
、
任
意
団
体
で
あ
る
「
中
部
金
属
塗
装
工
業
会
」
を
結
成

し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
中
部
金
属
塗
装

工
業
会
」
が
も
と
に
な
り
、高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
た
頃
、

塗
装
業
界
も
親
企
業
の
伸
展
に
伴
っ
て
業
績
を
伸
ば
す
一
方

で
増
え
る
ヨ
コ
の
団
結
を
求
め
る
声
に
応
じ
る
形
で
、
昭
和

48
年
、法
人
格
を
も
つ
「
愛
知
県
金
属
塗
装
工
業
協
同
組
合
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
「
金
属
」
の
名
称
を
掲
げ
る
理
由

が
希
薄
と
な
り
、昭
和
60
年
「
愛
知
県
工
業
塗
装
協
同
組
合
」

に
名
称
を
変
更
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

■
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
愛
知
県
職
業
能
力
開
発
協
会
か
ら
委
託
を
受
け
、
金
属
塗

装
・
噴
霧
塗
装
の
技
能
検
定
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
約
190
人
の
申
込
を
受
け
付
け
ま
し
た
。
工
業
塗
装
業
界

全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
受
検
者
が

増
え
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
検
定
試
験
の
合
格
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
学
科
も
含
め

た
講
習
会
を
年
に
８
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
試
験
は
、１
級
、

２
級
、
３
級
と
あ
り
ま
す
が
、
講
習
会
を
受

講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
で
き
る
限
り
全
員

が
合
格
で
き
る
よ
う
に
と
講
習
内
容
を
練
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
塗
装
技
術
の
研
鑽
を
目
的
と
し
て
、

年
に
１
回
、
愛
知
県
塗
装
技
能
作
品

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
100

点
を
超
え
る
出
品
が
あ
り
、
優
秀

作
品
に
は
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。
表
彰
式

の
後
に
は
「
明
日

の
工
業
塗
装
を
考

え
る
懇
談
会
」
を

開
催
し
、
新
し
い
塗

装
技
術
に
触
れ
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
塗
装
技
術
は
日
進

月
歩
で
す
か
ら
、
そ
の
情
報
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

は
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
特
に
力
を
い
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
組
合
員
の
増
強
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
組
合
の
良
い
と

こ
ろ
は
、
や
は
り
人
と
の
つ
な
が
り
だ
と
思
い
ま
す
。
共
同

購
買
や
技
術
者
の
養
成
等
の
組
合
事
業
の
実
施
が
組
合
員
企

業
の
発
展
の
一
助
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
組
合

員
間
の
助
け
合
い
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
規
加
入

も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
組
合
員
か
ら
の
紹
介
で
す
。
技
術
革
新

や
輸
出
情
勢
の
変
化
等
、
業
界
が
抱
え
る
課
題
に
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
組
合
員
の
増
強

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
次
世
代
の
経
営
者
を
育
成
す
る
場
と
し
て
、
青
年

経
営
部
会
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
青
年
経
営
部

会
で
は
会
議
や
検
定
試
験
、
研
修
等
の
開
催
・
運
営
に
携
わ

り
、
後
継
者
同
士
の
情
報
交
換
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
役
員
の
任
期

を
１
年
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
青
年
経
営
部
会
は
、
上
部
団
体
で
あ
る
日
本
工

業
塗
装
協
同
組
合
連
合
会
の
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
会
」
へ
の
参
加

を
通
じ
て
、
大
規
模
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
想
定
し
た

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
大
学
時
代
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
、
現
在
は
年
間
100
回
以
上

プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。ゴ
ル
フ
の
お
か
げ
で
出
会
い
が
増
え
、

貴
重
な
経
験
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
は
暑
い
季
節
で

す
が
、
手
が
か
じ
か
ん
で
し
ま
う
冬
よ
り
楽
し
ん
で
プ
レ
ー

し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
を
き
っ
か
け
に
仕
事
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

田
邉
哲
郎
常
任
理
事
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

愛
知
県
工
業
塗
装
協
同
組
合
　
理
事
　
田
邉
　
哲
郎
（
前
理
事
長
）＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県工業塗装協同組合

代表者名：妹尾和彦

設立年月：1973年 6月

組合員数：47

住　　所：名古屋市熱田区六番三丁目

　　　　　4番 41号
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中央会ニュースクリップ

●中小企業組合士制度のご案内

貴方も組合実務のスペシャリストになりませんか？
　いま、中小企業組合には、ガバナンスの充実が求められており、広く社会の信頼を高め、社会的責任を果たすには、組
合運営の経験と専門知識を備えた人材が必要とされています。
　中小企業組合士制度は、そのような課題に応え、事業協同組合等の連携組織をサポートする唯一の資格制度です。
　今月号では、中小企業組合士制度の概要や検定試験、組合士会についてご紹介します。

　中小企業組合（事業協同組合、企業組合、商工組合やこれらの組合の連合会）の事務局で働いている役職員の
方の資質向上、組合の健全な発展を図るため、その職務を遂行する上で必要な知識に関する試験を行い、試験合
格者の中から一定の実務経験を持つ方に中小企業組合士の称号を与える制度で、中小企業庁の後援を受け昭和
44 年から実施しています。
　現在組合士は、全国で 3,209 名 ( 平成 30 年６月１日現在 ) が登録されており、組合はもちろん中小企業団体
中央会、商工中金等それぞれの分野において活躍しています。

　私は、平成 10 年８月から 20 年間愛知県玩具卸商業 ( 協 ) に勤務しております。平成 15
年に組合士の資格を取得し、組合勤務の大半を組合士として過ごしてきました。
当初は組合制度が一般の会社と異なる点が多々あり大変戸惑いましたが、組合士の制度を知
り、組合士となったことで多くの方々との出会いがあり、色々と教えていただきながら今日
まで務めることが出来ました。
　試験に合格することは言うまでもなく大切なことですが、組合運営に必要な知識を問われ
るのですから、組合職員の皆様には是非試験にチャレンジしていただきたいと存じます。

　愛知県の中小企業組合士により昭和 51 年に設立された団体で、研修会や見学会を通じて会
員の資質向上や組合士制度の普及などの活動を実施しております。昨年度は、岐阜県中小企業
組合士協会、三重県中小企業団体中央会と合同で「東海三県組合士交流会」を開催し、NHK名
古屋放送局の見学と懇親会を開催いたしました。
　また、中小企業組合検定試験の受験申込者を対象に「試験直前講習会」を実施し、中小企業
組合士を目指す皆様のサポートもさせて頂いております。本年度も開催を予定しておりますの
で、是非ご活用ください。

中小企業組合士制度とは

愛知県中小企業組合士会

〜資格取得者の声〜

中小企業組合検定試験
（組合会計・組合制度・組合運営）

合格（全科目）
・�一部科目合格については３年間受
験免除

認定申請
・�検定試験に合格し、かつ組合等で
３年以上の実務経験のある者

中小企業組合士認定
・毎年６月１日付で認定
・有効期間５年（その後更新）

検定試験について
　試験の内容は事務局運営を行うために必要な基礎的・実務的知識に
ついて行われます。

＜試験概要＞

　○受験資格　　　特になし

　○試験科目　　　組合会計・組合制度・組合運営の計３科目

　○受験料　　　　5,000 円（一部科目免除者は 3,000 円）

　○試験日　　　　毎年 12 月第１日曜日

　○試験地　　　　全国 21 会場（名古屋会場は「ウインクあいち」）

　○組合士の認定　�試験科目の全てに合格し、中小企業組合等で３年以
上の実務経験があれば組合士として認定されます。

　★�受験願書は８月から 10 月中旬まで、都道府県中央会で配布して
おります。

平成 29 年度試験直前講習会

愛知県玩具卸商業（協）
事務長　柴田純行氏
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中小企業トピックス'18 in August

「2018年版中小企業白書・小規模企業白書」概要
ー「中小企業の生産性向上に向けた取り組み」を分析 ー

　中小企業庁では、「平成 29 年度中小企業の動向」及び「平成 30 年度中小企業施策」（中小企業白書）、並びに「平成 29 年度
小規模企業の動向」及び「平成 30 年度小規模企業施策」（小規模企業白書）をとりまとめ、公表しました（４月 20 日閣議決定）。
　2018 年版白書では、アンケート調査結果に併せて、生産性向上に取り組む中小企業・小規模事業者の事例を豊富に紹介し
ています（昨年の倍以上となる 113 の事例を紹介）。ご紹介する 10 項目を中心に、中小企業・小規模事業者に生産性向上に向
けたヒントを提供することを目指す実践的な白書となっています。
　全文は下記の中小企業庁ホームページよりご覧いただけます。

2018 年版中小企業白書　　http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/index.html
2018 年版小規模企業白書　http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/syoukiboindex.html

2018 年版白書 10 のポイント
（現状分析）

１．中小企業の景況感は改善傾向にある一方、大企業との生産性格差は拡大。
　中小企業の経常利益は過去最高水準となっている。景況感も改善傾向にあり、都
市と地域間のばらつきも縮小傾向にあるが、他方、依然として大企業との生産性格
差は拡大しており、中小企業の生産性向上が急務となっている。

２．�未来志向型の取引慣行に向けて、下請取引は着実に改善。
　下請 Gメンによる下請企業ヒアリングでは、
全体の約 25％（※）の企業で具体的な改善が
確認された。引き続き、未来志向型の取引慣行
の実現に向けて、下請中小企業と親事業者の適
正な取引を普及定着させ、賃上げできる環境の
整備を図るための取組を推進する。

※具体的な改善例があった事例を集計した割合であり、残りの 75％において不適切な取引が存在しているわけではない。

（中小企業白書・テーマ別分析）

３．�IT 導入等を行う上でも、業務プロセスの見直しは生産
性向上の大前提。

　設備投資や IT 導入などの生産性向上に向けた取り組みは、業務プ
ロセスの見直しと併せて実施することで一層の効果が期待される。業
務プロセスの見直しは生産性向上の大前提といえる。

４．幅広い業種で多能工化・兼任化の取組が進展。生産性向上にも寄与。
　人手不足状況下で、多くの業種で多能工
化・兼任化の取組が進展しているが、卸売業・
小売業、サービス業等の非製造業において製
造業並の積極的な取り組みが必要といえる。

（９月号に続く）

企業規模別の経常利益図１図１

大企業 中小企業兆円

年度
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三大都市圏の平均 三大都市圏以外の平均
(DI、%p)

図２ 地域別の中小企業の業況判断

図３

図１、図３：「法人企業統計調査年報」
注 ここでいう大企業とは資本金 億円以上、中小企業とは資本金１億円未満の企業とする。
図２：中小企業庁・ 独 中小企業基盤整備機構「中小企業景況調査」
注 景況調査の業況判断 は、前期に比べて、業況が「好転」と答えた企業の割合 ％ から、「悪化」と答えた

企業の割合 ％ を引いたもの。
三大都市圏の平均は、東京圏（東京・埼玉・千葉・神奈川）、大阪圏（大阪・京都・兵庫・奈良）、
名古屋圏（愛知・岐阜・三重）の都道府県毎の業況判断ＤＩを、三大都市圏以外の平均は上記の
三大都市圏以外の都道府県の業況判断ＤＩを、それぞれ各県の回答企業数で加重平均したもの。

企業規模別労働生産性の推移

大企業 製造業 大企業 非製造業

中小企業 製造業 中小企業 非製造業万円

年度

大企業 製造業
万円

大企業 非製造業
万円

中小企業 非製造業
万円

中小企業 製造業
万円

図２ 交易条件指数の推移

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

大企業 全産業 中小企業 全産業

年

交易条件指数、％

※交易条件指数＝販売価格 ー仕入価格

図１ 下請企業ヒアリングによる下請取引の改善状況

改善状況
支払条件 件以上で改善。「 ％現金払い」と

なった事例も多数。
原価低減要請 件以上で改善。「要請が無くなった」との

事例も。
型管理 件程度で、「金型保管コストの合理化に

元請が協力」などの事例。
平成 年 月 日付報道発表資料（対象： 社）をもとに作成。

【事例】有限会社朋友 千葉県流山市

業務の徹底的な見える化を行った上で、
導入を進めたことで生産性を向上させている企業

【企業概要】
千葉県流山市のプラスチック製品製造事業者。
（従業員 名、資本金 万円。）

【具体的取組】
中小企業診断士と二人三脚で徹底した業務の見える化を
行ったところ、金型の交換作業等がボトルネックとなり稼働
率を低下させ、収益力を低下させていることが判明。
⇒設備にセンサーを設置し、クラウドを通じて、設備の
稼働状況を収集・分析する システムを構築。

⇒社長のリーダーシップのもと、同システムを活用しながら
稼働率向上に向けて、 を回していった。

【効果】
稼働率は約 向上。結果、利益率は 倍に。

【コスト】
 導入コスト約 万円。
（うちものづくり補助金により

万円の補助）
システム開発期間約 か月

金型交換作業の様子

図１ 業務見直しの実施有無別に見た、他の生産性向
上策により労働生産性が向上した企業の割合

省力化投資
を実施

新規投資･増産投資
を実施

導入
を実施

多能工化
を実施

アウトソーシング
を実施

業務見直し実施企業 業務見直し未実施企業
％

資料：三菱 リサーチ＆コンサルティング 株 「人手不足対応に向けた生産性向上の取組に関する調査」 年 月
注 「省力化投資」及び「新規投資・増産投資」を実施した企業とは、直近 年間で「積極的投資」または「消極的投資」を行った企業

を指す。
導入を実施した企業とは、アンケート上において「企業全体での総合評価」として、「 を導入した」と回答した企業を指す。

「多能工化」及び「アウトソーシング」を実施した企業とは、人手の過不足状況について「大いに不足」または「やや不足」と回答した
企業であって、かつ「労働人材が不足」または「労働人材・中核人材とも不足」と回答した企業を集計対象としている。
「業務見直し実施企業」とは、「業務の見える化」、「不要業務・重複業務の見直し・業務の簡素化」、「業務の標準化・マニュアル化」、
「業務の細分化・業務分担の見直し」について一つ以上実施している者としている。

業種別に見た、多能工化・兼任化の取組状況図１

製造業

サービス業

情報通信業

建設業

運輸業

卸売業・小売業

その他

取り組んでおり､３年前に比べて積極化している 取り組んでいるが､３年前に比べて積極化はしていない 取り組んでいない

取り組んでおり､ 年前に比べて積極
化している

取り組んでいるが､ 年前に比べて積
極化はしていない

取り組んでいない

向上した 変わらない 低下した

図 ～２：三菱 リサーチ＆コンサルティング 株 「人手不足対応に向けた生産性向上の取組に関する調査 」 年 月
図 ： 注 年前と比べた労働生産性について、「わからない」と回答した者は除いて集計している。

労働生産性について、「かなり向上」及び「やや向上」の回答を「向上した」とし、「やや低下」及び「かなり低下」の回答を
「低下した」として集計している。

多能工化・兼任化の取組状況別に見た、 年前と比べた
労働生産性

図２

◎�詳しくは、中小企業庁HPをご覧ください。
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生
活
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
と
更
新
需
要

　
政
府
は
、
水
道
事
業
の
基
盤
を
強
化
す
る
「
水
道
法
改
正

案
」
を
秋
の
臨
時
国
会
に
先
送
り
し
た
。
法
案
は
、
現
在
の

市
町
村
ご
と
の
水
道
事
業
を
複
数
の
市
町
村
に
ま
と
め
て
、

広
域
連
携
を
強
化
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
民
間
企
業
の

活
用
に
も
積
極
的
で
、
水
道
事
業
へ
の
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式
」
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式
は
、
上
下
水
道
な
ど
料
金
収
受
を
伴
う
公
共
施
設
に
つ

い
て
、
所
有
権
を
公
的
機
関
に
残
し
た
ま
ま
、
一
定
期
間
、

運
営
権
を
民
間
に
売
却
し
、
運
営
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　
仮
に
、
水
道
事
業
が
民
営
化
さ
れ
た
場
合
は
、
水
道
料
金

の
引
き
上
げ
や
災
害
時
の
対
応
も
懸
念
さ
れ
る
。
特
に
、
料

金
の
値
上
げ
は
家
計
に
と
っ
て
は
負
担
増
と
な
る
。
し
か

し
、
全
国
の
水
道
設
備
の
多
く
は
高
度
成
長
期
に
造
ら
れ
て

お
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
著
し
い
。
地
方
圏
ほ
ど
人
口

減
少
に
よ
る
収
益
の
悪
化
が
顕
著
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
更
新

の
財
政
的
な
余
力
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
生
活
イ
ン
フ
ラ
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
の
悪
化
は
、
中
山
間
地
域
や
半
島
先
端

部
な
ど
の
地
方
を
中
心
に
、
上
下
水
道
だ
け
で
な
く
、
道
路

や
橋
、
電
力
・
ガ
ス
な
ど
に
も
波
及
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
経
営
状
況

　
水
道
事
業
に
関
し
て
は
、
設
備
更
新
や
維
持
の
た
め
、
す

で
に
大
幅
値
上
げ
に
踏
み
切
る
自
治
体
も
出
て
き
て
い
る
。

小
規
模
事
業
者
を
除
く
と
、
全
国
に
約
１
３
０
０
あ
る
水
道

事
業
者
の
う
ち
、
３
分
の
１
以
上
が
料
金
改
定
の
必
要
性
を

検
証
し
て
い
る
。
す
で
に
昨
年
10
月
に
は
、
静
岡
県
三
島
市

が
水
道
料
金
を
一
律
34
％
引
き
上
げ
た
ほ
か
、
茨
城
県
つ
く

ば
市
も
今
年
４
月
に
16
％
の
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。

来
年
１
月
に
も
、
福
井
県
福
井
市
が
平
均
で
20
％
の
値
上
げ

を
計
画
す
る
な
ど
、
今
後
も
料
金
改
定
の
波
は
全
国
に
拡
大

す
る
可
能
性
が
高
い
。

　
電
力
事
業
で
は
、
電
力
小
売
り
が
全
面
自
由
化
さ
れ
た

２
０
１
６
年
以
降
、
地
方
自
治
体
の
出
資
に
よ
り
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
運
営
す
る
地
域
電
力
会
社
の
設
立
が
増
加
し
て

い
る
。
地
域
電
力
会
社
は
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
、
小

水
力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
活
性
化
や

雇
用
創
出
に
つ
な
げ
て
お
り
、
現
在
で
は
電
力
小
売
全
体
の

約
６
％
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
関
し
て

は
、
岐
阜
市
の
十
六
総
合
研
究
所
が
東
海
３
県
の
自
治
体
に

対
し
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
戦
略
的
活
用
を
通
じ
た
地
域
再
生
」
と
し
て
提

言
書
を
ま
と
め
て
い
る
。
提
言
で
は
、
地
域
の
売
電
収
益
を

地
域
内
で
資
金
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
活

性
化
に
貢
献
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
提
案
し
て

い
る
。

　
道
路
事
業
で
は
、
新
た
な
官
民
連
携
と
な

る
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」
を
採
用
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
愛
知
県
は
全
国
で
初

め
て
有
料
道
路
の
運
営
権
売
却
を
実
施
し
、
知

多
半
島
道
路
や
セ
ン
ト
レ
ア
ラ
イ
ン
な
ど
の
運

営
は
道
路
運
営
会
社
の
「
愛
知
道
路
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
が
行
っ
て
い
る
。
運
営
会
社
は
、
先

月
、
大
府
と
阿
久
比
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
知
多
半
島

の
観
光
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
形
成
の
ほ
か
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
や
お
土
産
品
の
開
発
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
愛
知
県
は
、
来
年
の
秋
に
空
港
島
に
開

業
す
る
国
際
展
示
場
に
つ
い
て
も
運
営
権
を
売

却
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。

地
域
毎
に
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
再
設
計
を

　
従
来
の
人
口
増
を
前
提
と
し
た
生
活
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
・
管
理
の
仕
組
み
に
は
限
界
が
見
え

始
め
て
い
る
。地
方
圏
で
人
口
減
少
が
進
む
と
、

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
伴
う
コ
ス
ト
増
が
各
自

治
体
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
く
る
。
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
存
続
に
は
、
地
域
毎
に
生
活
イ
ン
フ

ラ
の
仕
組
み
を
再
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。
自
治
体
の
広
域
連
携
や
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
民
間
へ
の
譲
渡
も
検
討
に

値
す
る
。
地
域
内
で
資
金
や
人
材
が
循
環
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ

る
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
か
ら
の
脱
却
も
可
能

と
な
る
だ
ろ
う
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
再
設
計

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968年青森県生まれ。91年一橋大学経済学部卒業。02年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91年野村證券。93年東海総合研究所（現
三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授。現在、テレビやラジオのニュース番組などのコメンテーターを務
めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合、青森県などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド
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景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
紙・紙加工品：6月は少し仕事が落ち着いた感があったが、天候
の荒れも少なくインバウンド、ギフト関係の需要が持ち直して
きた。板紙値上げのアナウンスが耳に入り、先の動向が心配で
ある。
電気機器：中部地区に限れば受注量は少なくなる傾向にあるが、
今のところ大幅な下落はない。ただ単価が下落してきたため、
売上高も減少している。
輸送用機器：人手不足の深刻化が継続中だが景況感は良く、設
備投資も順調に推移している。しかし原油価格の高騰により材
料等の仕入金額が上昇中で、先々に影響が出てくる。
【非製造業】
小売業：客の口が変わる季節で、食肉販売においては一番暇な
時期かもしれない。早く暑くなり、ボーナスが出そろえば売上
も上向くと思う。
サービス業（警備業）：人材不足の状況が続き受注できないこと
もあるが、単価については上昇傾向にあり、売上高はほぼ昨年
並みに確保できている。
運輸業：給油カードが前年比で 20 円弱値上がり。インタンクも
20 円ほど値上がりで経費増。

【製造業】
紙・紙加工品（群馬県）：段ボール箱の主役である食品、飲食関連、
野菜などが本格化する季節であるが、かなり動きが鈍い状況。
電気機器（大阪府）：自動車関連は国内生産台数が増加し、出荷
量も 24 ヶ月連続で前年同月比増加。住宅など建設関連の荷動き
は僅かに動き出してきている。業界筋では期待感はあるものの、
慎重な静観姿勢を崩していない。
輸送用機器（神奈川県）：労働集約型産業の造船業界に自動化の
波が押し寄せている。船舶の価格はここ 3年で 10％近く下落し
ており、厳しい価格圧力に直面している業界では、生産性を向
上させる事が必要不可欠。
【非製造業】
小売業（佐賀県）：青果物はやや安く、入手も楽だったが、消費
者の購買意欲は低く、業界はあまり活気が無かった。
サービス業（警備業・山梨県）：4月より警備員の業務委託量が
増加しており、6月も右肩上がりの状況で、売上高、収益状況と
も増加した。稼働率は非常に高いが、人材の確保・定着が課題。
運輸業（静岡県）：ドライバー不足は依然深刻であり、老齢化も
進んでいる。一方、運賃は緩やかながらも改善傾向にある。収
益に関わる燃料価格の動向が懸念される。

（出典：全国中小企業団体中央会HPより）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

景況天気図

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2018 年 6 月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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インフォメーション

おしらせ

　愛知県では、商業団体等が自主的・主体的に取り組む地域経済の発展のための商業活性化事業に対し、
商業振興事業費補助金により、１事業 90 万円を上限に補助しています。
　この度、本補助金について下記のとおり追加募集しますので、是非、御利用ください。

対象となる団体

地域経済の発展を図るために、商業活性化事業を実施する下記の団体等
・商店街振興組合、発展会
・事業協同組合、商工組合（商業組合）、協業組合
・商工会、各種準拠法に基づく法人、まちづくり会社
・若手及び女性経営者団体
・商店街組織又は事業協同組合等の組合を含む連合組織

補助対象事業 ○集客力向上事業　○販売促進事業　○体質強化事業　○連携創出事業

申請可能事業数 １団体につき１事業（ただし、補助事業の実施に併せて社会的課題に対応した取組（※）
を行う団体は２事業申請が可能）

補助対象経費の限度額

上限：450 万円（消費税抜き）
下限：100 万円（消費税抜き）
・�連携創出事業の場合又は補助事業の実施に併せて社会的課題に対応した取組（※）を
行う場合は、50 万円（消費税抜き）
・会員数 30 以下の団体については、20 万円（消費税抜き）

補助率 補助対象経費の 20％以内（過疎及び離島地域は 30％以内）、補助金額は千円未満切捨て

（※）子育て支援・高齢者支援、防災・安心安全、地域資源活用・農商工連携、創業・人材育成、環境対策

申請受付期間：平成 30 年７月９日（月）から平成 30 年 11 月 30 日（金）まで
　　　　　　　※�予算額を超えた場合は、その時点で終了となりますのでご了承ください。また、その場

合は愛知県商業流通課Webページで公表します。
詳細・申請書類の入手方法：
　　　　　　　以下の愛知県商業流通課Webページからダウンロードしてください。
　　　　　　　http://www.pref.aichi.jp/soshiki/shogyo/0000070144.html
お 問 合 せ：愛知県　産業労働部　商業流通課　商業振興グループ
　　　　　　　TEL：052-954-6337

平成 30年度商業振興事業費補助金（地域商業活動活性化事業）追加募集について
愛知県　商業流通課

日 時間 イベント名 場所
9 月 4 日（火） 11：00 正副会長会 キャッスルプラザ

9月 4 日（火） 11：45 第２回愛知県大会実行委員会
並びに被表彰者選考委員会 キャッスルプラザ

9月 6 日（木） 10：00 東海ブロック中央会　組合指導研究会 中央会会議室

9月 11日（火） 14：00 外国人技能実習生共同受入事業
コンプライアンスセミナー ウインクあいち

9月 12日（水） 14：30 第 70 回中小企業団体全国大会 上七軒歌舞練場他（京都府）

中
央
会

イベントカレンダー

日 イベント名 組合名 場所

9 月 1 日（土） 組合創立 100 周年記念式典 愛知県製本（工） ANAクラウンプラザホテル
グランコート名古屋

9月 8 日（土）
〜 9 日（日） 第 87 回せともの祭

愛知県陶磁器工業（協）
品野陶磁器工業（協）
瀬戸染付焼工業（協）
瀬戸陶磁器卸商業（協）

名鉄瀬戸線「尾張瀬戸駅」周辺、
瀬戸川沿い、市内一円

9月 16日（日） 全日本製造業コマ大戦
Ｇ３　半田場所 半田鉄工（協） クラシティー半田

9月 20日（木） 豆腐品評会 愛知県豆腐商工業（協） 組合事務所

組
合
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インフォメーション

イベントレポート

　７月 10日（火）愛知県公館にて、愛知県と本会を始めとした経営者団
体及び医療保険者の７者間で、企業の健康経営や県民の健康づくりに関
する取り組みを相互に連携協力していくための標記協定を締結しました。
　企業が従業員の健康増進に取り組むことは、結果として企業の生産性
や企業イメージの向上にもつながるもので、多くの企業に健康経営が普
及しております。
　本会としましても従業員や家族の皆様の健康増進のために積極的な取
り組みを行う企業の増加に向け普及推進を図ってまいりますので、会員
組合等の皆様におかれましてはご理解とご協力をお願いいたします。

●愛知県庁関連URL：http://www.pref.aichi.jp/soshiki/kenkotaisaku/kenkoukeiei-kyoutei.html

職場での健康づくりを推進する「健康宣言」による健康経営の普及促進を！！
〜「健康経営の普及促進及び健康づくりの推進に向けた相互連携に関する協定」を締結〜

　７月 24 日（火）、愛知県産業労働センターにて中小企業会計啓発・
普及セミナーを開催いたしました。
　「企業の経営力強化を目指す会計〜会計を経営に活かす〜」をテーマ
に、利益を最大にするための損益計算書の見方、会計で会社を強くした
実例等について公認会計士・税理士久田英詞氏にご講演いただきました。
　セミナー終了後には多くの方から講師に対し質問が寄せられていました。

中小企業会計啓発・普及セミナーを開催

　一宮市の夏の風物詩である「おりもの感謝祭　一宮七夕まつり」が平成 30
年７月 26 日（木）〜 29 日（日）（28 日午後は台風 12 号の影響で中止）に亘
り開催されました。
　繊維業の発展を願い昭和 31 年から始まった一宮七夕まつりは、仙台・平塚
と並び日本三大七夕まつりの１つと称され、63 回目の開催となった今年のテー
マは「いっぺんいりゃーせ！舞・踊・動」。
　本年５月に市内事業者６者で新規設立した「一宮七夕装飾協同組合」の皆さんも飾
り付けに参加し、色鮮やかな吹き流し等が祭りを華やかに彩り、賑わいを添えていま
した。

第 63 回おりもの感謝祭　一宮七夕まつり

　８月５日（日）、名古屋国際ホテルにて「第 59 回全国秀作染織展＆
名古屋ゆかた祭り」が、名古屋呉服商協同組合主催で開催されました。
　染織展には有名工芸作家の逸品や全国の手織軸産地から集めた名品
が出展されました。名古屋ゆかた祭りの会場では、各種催し物や抽選会
などで盛り上がりました。
　皆様も夏祭りや花火大会などでお出かけの際は、夏の装いとして是非
「ゆかた」を御召しになられてはいかがでしょうか。

第 59 回全国秀作染織展＆名古屋ゆかた祭り



愛 知 県 パ ン 協 同 組 合
理　事　長　長谷川　正　己
副理事長　光　田　　　充
副理事長　中　島　政　志

〒460－0002 名古屋市中区丸の内三丁目20番 29号
 ＴＥＬ　〈052〉962－6371
 ＦＡＸ　〈052〉962－6377

 

※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
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〒450-0002 名古屋市中村区名駅4-4-38 愛知県産業労働センター(ウインクあいち)16階 
                   TEL(052)587-2223(代)

〒444-0860 岡崎市明大寺本町1-34 岡崎センタービル8階
                  TEL(0564)22-0191(代)
資料請求はこちら▶http://www.ack-kyosai.or.jp 愛知県中小企業共済

本 部

三 河 支 局

がんばる の
ベストパートナー
がんばる の
ベストパートナー

傷害共済傷害共済
ケガの補償は安心補償ケガの補償は安心補償

生命傷害共済生命傷害共済
ケガも病気もサポートケガも病気もサポート

従業員医療共済従業員医療共済
従業員のケガや病気に従業員のケガや病気に

従業員弔慰金共済従業員弔慰金共済
従業員の「もしも」に備えて従業員の「もしも」に備えて

弔慰金共済弔慰金共済
思わぬ「もしも」に備えて思わぬ「もしも」に備えて

経営者医療共済経営者医療共済
経営者だからこそ万一に備えて経営者だからこそ万一に備えて

愛知県中小企業共済協同組合
オリジナルキャラクター

キョウサイ 天使’sキョウサイ 天使’s
テンシーズ

６つの安心で６つの安心で
企業の

経営をサポート!企業の
経営をサポート!

QRコードから
ご覧頂けます ▶
QRコードから
ご覧頂けます ▶0120-00-9967

受付時間 平日9:00～17:00
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